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予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
８

日
間
に
わ
た
り
集
中
的
に
審
査

を
行
い
、
平
成
30
年
度
一
般
会

計
及
び
５
件
の
特
別
会
計
の
予

算
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

審
査
報
告
（
要
旨
）

　

『
平
成
30
年
度
の
本
市
予
算

は
、
私
立
認
可
保
育
園
４
園
の

開
設
に
よ
る
定
員
拡
充
、
保
育

人
材
の
確
保
と
定
着
に
向
け
た

支
援
な
ど
に
よ
る
社
会
保
障
関

連
経
費
の
増
、
庁
内
シ
ス
テ
ム

と
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
強
化
、
シ
ス
テ
ム
更
改
な

ど
へ
の
対
応
に
伴
う
情
報
シ
ス

テ
ム
関
連
経
費
の
増
な
ど
に
よ

り
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は

688
億
２
千
842
万
２
千
円
と
な

り
、
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
総

計
は
、
１
千
82
億
６
千
594
万
４

千
円
と
な
っ
た
。
な
お
、
当
該

年
度
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
市
税
の
減
収
が
さ
ら
に
拡
大

す
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
加

え
、
地
方
消
費
税
の
清
算
基
準

の
見
直
し
に
よ
り
本
市
の
よ
う

な
都
市
部
の
自
治
体
で
は
地
方

消
費
税
交
付
金
が
大
幅
な
減
収

に
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

後
年
度
負
担
に
十
分
配
慮
し
た

健
全
か
つ
慎
重
な
財
政
運
営
に

努
め
る
よ
う
望
む
も
の
で
あ

る
。
本
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
平
成

30
年
度
に
お
け
る
事
業
と
収
支

見
積
も
り
等
に
つ
い
て
、
鋭
意

審
査
を
進
め
た
結
果
、
本
予
算

議
案
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
原

案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。
』

　

委
員
会
は
次
の
附
帯
意
見
を

付
し
、
市
理
事
者
に
対
し
て
、

そ
れ
ら
に
十
分
配
慮
し
た
市
政

の
執
行
を
要
望
し
ま
し
た
。

 

附
　
帯
　
意
　
見 

一
　
般
　
会
　
計

〔
歳
　
入
〕

１　

国
か
ら
の
各
種
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
普
通
地
方
交
付
税

の
交
付
・
不
交
付
に
か
か
わ
ら

ず
補
助
す
る
よ
う
、
国
に
対
し

て
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。
特

に「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
減
収
補

塡
措
置
に
つ
い
て
は
、
早
急
に

改
善
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
。

ま
た
、
市
町
村
総
合
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
経
営
努
力
を
し
て

い
る
普
通
地
方
交
付
税
不
交
付

団
体
に
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う

東
京
都
に
対
し
て
強
く
働
き
か

け
る
こ
と
。

２　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
制
度
的
課
題
の
解
消
に
向

け
、
引
き
続
き
機
会
を
捉
え

て
、
国
へ
の
改
善
要
望
を
行
う

こ
と
。
ま
た
、
三
鷹
市
ら
し
い

魅
力
あ
る
返
礼
品
を
含
め
て
検

討
を
行
い
、
市
民
税
の
流
出
を

防
ぐ
よ
う
努
め
る
こ
と
。

〔
歳
　
出
〕

▽
総
務
費

１　

「
第
４
次
三
鷹
市
基
本
計

画
」
の
第
２
次
改
定
に
向
け
た

準
備
に
当
た
っ
て
は
、
行
政
改

革
の
視
点
を
持
ち
、
デ
ー
タ
活

用
に
よ
る
政
策
形
成
な
ど
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
・
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
等
官

民
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
を
民
学
産
公
の
協
働
で
推

進
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま

た
、
今
後
の
計
画
策
定
や
政
策

立
案
に
お
い
て
は
、
必
要
な
実

態
調
査
の
実
施
に
努
め
る
こ

と
。

２　

三
鷹
中
央
防
災
公
園
・
元

気
創
造
プ
ラ
ザ
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
各
施
設
が
密
接
に
連
携

し
な
が
ら
魅
力
的
な
事
業
展
開

を
図
る
と
と
も
に
、
利
便
性
の

向
上
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、

市
民
の
協
力
を
得
て
、
有
事
に

対
し
て
の
危
機
管
理
体
制
の
強

化
に
取
り
組
み
、
「
安
全
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
を
図

る
こ
と
。

３　

３
市
共
同
に
よ
る
自
治
体

ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
に
当
た
っ
て

は
、
シ
ス
テ
ム
仕
様
等
を
工
夫

し
、
将
来
負
担
を
軽
減
す
る
よ

う
に
努
め
る
こ
と
。

４　

市
庁
舎
・
議
場
棟
等
建
替

え
基
本
構
想
等
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
三
鷹
郵
便
局
と
の
一

体
的
な
整
備
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
考
慮
し
つ
つ
、
市
民
と
市

議
会
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
新
た
な
財
源
確
保
な
ど
、

市
の
財
政
負
担
の
低
減
に
努
め

る
と
と
も
に
、
し
っ
か
り
と
し

た
年
次
計
画
を
立
て
、
取
り
組

む
こ
と
。

▽
民
生
費

１　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

新
た
な
人
材
確
保
に
つ
い
て

は
、
仕
事
量
の
負
担
軽
減
を
図

る
な
ど
し
、
よ
り
多
く
の
推
薦

が
行
え
る
よ
う
取
り
組
む
こ

と
。

２　

地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
事
業
で
取
り
組
む
居
場
所

づ
く
り
の
活
動
支
援
に
つ
い
て

は
、
複
数
箇
所
か
つ
身
近
な
地

域
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
、
よ
り
一
層
の
支
援
に
取

り
組
む
こ
と
。

３　

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援

者
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
民

間
事
業
者
や
中
・
高
・
大
学
生

等
と
の
協
働
を
進
め
る
と
と
も

に
、
総
合
防
災
訓
練
等
で
の
避

難
訓
練
の
実
施
も
検
討
す
る
こ

と
。

４　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、今
後
、

孤
立
化
す
る
高
齢
者
等
が
増
加

す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
市
民
・
団
体
・
企
業

と
の
連
携
の
拡
充
を
行
い
、
安

否
確
認
の
体
制
強
化
に
努
め
る

こ
と
。

５　

高
齢
者
・
障
が
い
者
入
居

支
援
・
居
住
継
続
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、
高
齢
等
を
理
由
に

入
居
で
き
な
い
多
く
の
方
が
い

る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
関
係

機
関
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
に
協

働
で
取
り
組
む
こ
と
。

６　

学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て

は
、
空
き
店
舗
等
の
活
用
に
よ

る
施
設
整
備
に
努
め
、
待
機
児

童
解
消
に
向
け
て
取
り
組
む
こ

と
。

▽
土
木
費

１　

日
本
無
線
株
式
会
社
三
鷹

製
作
所
跡
地
Ａ
地
区
周
辺
整
備

に
お
い
て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
事
業
者
に
対
し
て
、
引
き
続

き
マ
ン
シ
ョ
ン
戸
数
の
縮
減
を

強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
周
辺

道
路
環
境
の
整
備
を
促
進
す
る

こ
と
。

２　

三
鷹
駅
南
口
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
に
お
け
る
バ
ス
の
駐
車
や

降
車
場
の
安
全
確
保
等
に
当
た

っ
て
は
、
関
係
団
体
と
十
分
に

協
議
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の

声
を
聞
き
な
が
ら
整
備
を
進
め

る
こ
と
。

３　

止
水
板
設
置
補
助
金
と
木

造
住
宅
に
係
る
耐
震
改
修
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
重
要
度
や
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
い
っ
た
点
か

ら
、
助
成
要
件
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
て
取
り
組
む
こ
と
。

▽
教
育
費

１　

地
域
子
ど
も
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
は
、
学
校
施
設
を
積
極
的

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
ク
ラ

ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
地
域

住
民
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
が

活
動
し
や
す
い
よ
う
、
手
厚
く

支
援
し
、
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

１　

多
子
世
帯
の
保
険
料
の
軽

減
に
つ
い
て
は
、
少
子
化
対
策

の
視
点
か
ら
、
国
に
法
改
正
を

求
め
る
こ
と
。

【
予
算
審
査
特
別
委
員
】

◎
渥
美　

典
尚
○
石
原　
　

恒

　

大
倉
あ
き
子　

粕
谷　
　

稔

　

岩
見　

大
三　

野
村　

羊
子

　

土
屋　

健
一　

後
藤　

貴
光

　

吉
野　

和
之　

大
城　

美
幸

　

栗
原　

健
治

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

（
３
月
２
日
選
任
）

総
務
委
員
会

２
月
７
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄

付
金
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
３
件

３
月
５
日

【
議
案
】

▼
平
成
29
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

▼
平
成
29
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▼
三
鷹
市
非
常
勤
の
特
別
職
職

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
職
員
退
職
手
当
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

＝
以
上
４
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
平
成
30
年
度
組
織
改
正
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

３
月
27
日

▼
総
務
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

文
教
委
員
会

２
月
８
日

【
行
政
報
告
】

▼
「
井
の
頭
文
学
施
設
（
仮

称
）
」
（
「
太
宰
治
記
念
文
学

館
（
仮
称
）
」
及
び
「
吉
村
昭

書
斎
（
仮
称
）
」
）
に
つ
い
て

ほ
か
４
件

３
月
７
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

＝
以
上
１
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
「
「
太
宰
治
記
念
文
学
館

（
仮
称
）
」
及
び
「
吉
村
昭
書

斎
（
仮
称
）
」
の
整
備
に
向
け

た
基
本
的
な
考
え
方
」
（
案
）

に
つ
い
て　
　
　
　

ほ
か
２
件

３
月
27
日

▼
文
教
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

厚
生
委
員
会

２
月
７
日

【
行
政
報
告
】

▼
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険

標
準
保
険
料
率
等
の
算
定
結
果

に
つ
い
て
（
本
係
数
）

３
月
６
日
、
７
日
、
８
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
立
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
条
例
を
廃
止
す
る
等
の
条

例▼
三
鷹
市
介
護
福
祉
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
介
護
保
険
法
に
基
づ

く
事
業
及
び
施
設
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例▼
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

＝
以
上
５
件
、
原
案
可
決

【
請
願
】

▼
三
鷹
市
立
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
ど
ん
ぐ
り
山
の
閉
鎖
に
か

か
わ
る
手
続
を
凍
結
し
、
再
検

討
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
に

つ
い
て　
　
　
　
　

＝
不
採
択

【
行
政
報
告
】

▼
平
成
30
・
31
年
度
東
京
都
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

ほ
か
４
件

３
月
27
日

▼
厚
生
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会

２
月
８
日

【
行
政
報
告
】

▼
「
公
園
・
緑
地
の
適
切
な
活

用
に
向
け
た
指
針（
仮
称
）」
策

定
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

３
月
７
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

＝
以
上
１
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
耐
震
改
修
促
進
計
画

（
改
定
）
（
案
）
に
つ
い
て

ほ
か
10
件

３
月
27
日

▼
ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会
審

査
報
告
書
の
確
認
に
つ
い
て

東
京
外
郭
環
状
道
路
調
査

対
策
特
別
委
員
会

３
月
19
日

【
行
政
報
告
】

▼
外
環
事
業
に
係
る
取
組
み
状

況
に
つ
い
て　
　
　

ほ
か
１
件

調
布
飛
行
場
周
辺
利
用
及
び

安
全
対
策
特
別
委
員
会

３
月
19
日

【
行
政
報
告
】

▼
調
布
飛
行
場
の
「
航
空
機
離

着
陸
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
開

始
に
つ
い
て　
　
　

ほ
か
２
件

三
鷹
駅
前
再
開
発
事
業

対
策
特
別
委
員
会

３
月
20
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
駅
前
地
区
に
お
け
る
再

開
発
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

市
庁
舎
・
議
場
棟
等
建
替
え

検
討
特
別
委
員
会

３
月
20
日

【
行
政
報
告
】

▼
「
三
鷹
市
庁
舎
・
議
場
棟
等

建
替
え
基
本
構
想
」
策
定
に
向

け
た
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の

実
施
に
つ
い
て　
　

ほ
か
２
件

３０・４・２９
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各会計別予算総括表 （単位　千円）

会 計 平成30年度
予　算　額

平成29年度
予　算　額 増　△減

一 般 会 計 68,828,422 67,619,874 1,208,548 1.8%

特

別

会

計

国 民 健 康
保 険 事 業 17,384,711 20,422,436 △3,037,725 △14.9%

下 水 道
事 業 4,290,081 3,914,093 375,988 9.6%

介 護 サ ー
ビ ス 事 業 941,679 1,000,926 △59,247 △5.9%

介 護 保 険
事 業 12,681,860 12,794,322 △112,462 △0.9%

後期高齢者
医 療 4,139,191 3,973,759 165,432 4.2%

合　　計 39,437,522 42,105,536 △2,668,014 △6.3%

総 計 108,265,944 109,725,410 △1,459,466 △1.3%

純 計 100,383,015 101,628,654 △1,245,639 △1.2%

※「純計」とは、会計間の重複経費（繰入金・繰出金）を控除した額です。
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